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論文内容の要旨 

〔目 的(Objective)〕 

黄斑前膜（epiretinal membrane, ERM）は高齢者に多い黄斑疾患の一つであり、進行すると視覚障害を引き起こす

ことがある。これまでの研究では、カラー眼底写真による分類が主に用いられていたが、近年ではOCT（光干渉断

層計）による診断が主流となり、より高い感度での検出が可能となっている。本研究では、OCTに基づく重症度分

類を用いてERMの有病率を評価し、特に喫煙歴や眼軸長を含む関連因子との関係性を網羅的に解析することを目的

とした。データには東北メディカル・メガバンク地域住民コホートを使用した。 

 

 

 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

2013年から2017年にかけて東北メディカル・メガバンク地域住民コホートから登録されたベースライン検査データ

を用いた横断研究である。19,486人（38,118眼）を対象とし、OCT所見に基づくERMの病期分類を行った。ERMの重

症度別の特徴を検討し、ERMの有病率と眼科的・全身的因子との関連性をロジスティック回帰モデルにより解析し

た。また、累積喫煙本数および眼軸長との関連については、三次スプラインモデルを構築して視覚化を行った。

ERMの重症度に関しては、stage 1とstage 2以上との比較による多変量解析を行った。ERMの有病率は眼あたり

2.3%、人あたり3.6%であり、多くはstage 1に分類された。高齢者において進行したERM（stage 2以上）の頻度が

高かった。多変量ロジスティック解析の結果、ERMの有病率は高齢、女性、眼軸長延長と有意に関連していた。ま

た性別層別解析では、女性において緑内障がERM有病率に関連する要因として同定された。三次スプラインモデル

による解析では、喫煙とERM有病率の間に一貫した傾向は認められなかったが、眼軸長との間にはU字型の関係が示

唆された。ERMの重症度に関する解析では、stage 2以上と比較して、高齢、アルコール摂取、および26mmを超える

眼軸長が有意な関連因子として示された。 

 

 

 

〔総 括(Conclusion)〕 

本研究では、OCTに基づく重症度分類を用いて、ERMの有病率と関連因子を大規模住民ベースで解析した。ERMは高

齢、女性、長眼軸長と有意に関連しており、特に女性においては緑内障との関連も示された。また、眼軸長との関

係にはU字型の傾向が示唆されたが、喫煙との関連については一貫した結果は得られなかった。さらに、stage 2以

上の進行したERMは高齢、アルコール摂取、26mmを超える長眼軸長と関連していた。OCTを用いた重症度評価の有用

性とともに、新たなリスク因子の可能性が示され、今後の前向き研究による検証が期待される。 

 




